
ユニフォームに身を包んだスポーツ少年団員が 
それぞれの夢や思いを発表。 
父母や指導者の皆さんも加わり、練習に対する熱心さ、 
地域での交流の深さを感じる“おしゃべり”となりました。 

■日時／7月1日（土）午後2時～4時 
■会場／中島体育センター　■参加総数／約70人 

この夏、少年団の国際交流の日本
代表として、ドイツに行ってきます。
現地の人たちと交流しながら、スポ
ーツのとらえ方の違いなどを見つ
けてきたいと思います。 

ドイツでの交流を前に 

松裕館札苗空手道 
スポーツ少年団  　　伊藤さん 

い とう 

団員を増やして、これからも楽しくジャン
プを続けていきたいです。将来はオリン
ピックに出場した父を超える選手になり
たいです。 

お父さんを超えたい 

札幌ジャンプスポーツ少年団  西方くん 
にし かた 

少年団の活動を通じて、子供には親や
指導者などへの感謝の気持ちが育ち、
親には子供のために何ができるか、とい
う視点が芽生えました。指導者の皆さ
んに感謝したいです。 

札幌アルペンスキー 
スポーツ少年団員の父親 

共に学んだ“思いやりの心” 

スポーツは、国際交流をはじめと
して、学校の勉強だけでは得られ

ない経験をたくさん与えてくれます。そう
した経験を積みながら、大きな目標に向
かって皆さんが努力している 
ことをうれしく思います。 

4月から施設の使用料が上がり、活動
場所の確保が難しくなっています。また、
若いフレッシュな指導者が増えていっ
てほしいと思います。 

活動環境の改善を 

札幌市スポーツ少年団 
サッカー専門部長 

少年団の活動は、スポーツを通じて子供を育てようとす
るものです。ぜひ子供の健全な育成を目指す活動に歯
止めが掛からないような政策をとってほしいと思います。 

札幌市スポーツ少年団 
副本部長 

スポーツを通じて 
子供を育てたい 

若い方から高齢の方まで、多くの方がスポーツの指導というかたちでボランティア活動に
参加していることをうれしく思います。施設使用料については、公平さを保つため、やむを

得ない面があります。子供に健全な精神を身に付けてもらう意味で、スポーツは大変有効であり、
今後も皆さんが活動しやすい環境づくりに努めていきます。 

いけ だ 

  池田さん 

かみ や 

神谷さん やま ぶき 

 山吹さん 

このページについてのお問い合わせは、 
市民の声を聞く課　 211- 2042へ。  
内容は、市長のホームページ 
www.city.sapporo.jp/city/mayor 
からもご覧いただけます。 
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